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入射光波長に応じた出力極性を示す光検出器(Wavelength-dependent bipolar photodetector: WBPD)

は，光論理回路や色識別センサーのビルディングブロックとして注目されている．既報の WBPD

は，金属薄膜と異種分子との複合体[1]や，表面・裏面に同方向のバンド曲がりをもつ半導体膜[2,3]

から構成されている．一方で，将来的に WBPD を Si 集積回路へ搭載する場合，上述した構造は

Si プロセスとの親和性が低いため，Si ウェハ上に直接形成可能な新しいデバイス構造の提案が必

要となる．そこで本研究では，Siウェハ上で動作

可能な新構造 WBPD を提案し，コンセプトを実

証した． 

今回提案した WBPD は，光増感作用をもつ色

素が吸着した TiO2多孔質膜と， Si ウェハとを，

電解液を介して接合させた有機無機ハイブリッ

ト構造であり，いわば，色素増感型太陽電池と

Si ウェハとの複合構造である（図 1(a)）．Si のバ

ンドギャップよりも大きいHOMO-LUMOギャッ

プの色素を利用することにより，短波長光照射の

場合，色素のみが光応答し，色素の励起電子が

TiO2側へ移動する．一方，長波長光照射の場合，

Si のみが光応答するので，Si 内の励起電子は界

面バンド曲がりにより前述とは逆方向に移動す

る．つまり，入射光波長に応じ出力極性が反転す

ると考えた（図 1(b),(c)）． 

本コンセプトを検証するため，各種色素を吸着

させた TiO2多孔質膜と Siウェハとを貼り合わせ

た WBPD 素子を作製・評価した結果，コンセプ

トに合致する入射光波長に依存した出力極性の

反転が確認できた．講演では，詳細な実験条件と

共に，種々の色素を用いた WBPD の動作結果に

ついて説明する． 
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図.1 (a) WBPDの概略図. (b)及び(c)WBPDのバ

ンドダイヤグラム．前者は短波長光，後者

は長波長光を入射したときの状態で，それ

ぞれの出力極性は負と正である． 
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